
臺
灣

産

シ
ト

ロ
ネ

ラ
油

の
性
状

理

學

士

加
福

均

三

過
日
余
は
臺
灣

南
投
廳
埔

里
社

津
島
顯
氏
よ
り
印
度

ゼ
ラ

ニ
ウ

ム
な
ら
ず
や
と
の
疑
あ
る

一
種
の
茅
よ
り
得
た
ら
と
稱

せ
ら
る
ゝ
揮

發
油
の
寄
贈

を
受
け
其
品
質

の
鑑
定
を
乞
は
れ
た
り
依
而
直
ち
に
其
性
状
に
つ
き
研
究
を

試
み
た
る
結
果
該
油
は
殆
凡
て
の
點
に
於
て

瓜
哇
種

シ
ト
ロ
ネ
ラ
油
と
同
等

の
性
状
を
呈
し
但
其
ゼ
ラ

ニ
オ

ル
溜
分
に
於
て
稍
著
し
き
旋
光
性
を
呈
す
る
こ
と
を
認
め
た
り
津
島
氏

の
談

に
よ
れ
ば
原
植
物
は
通

常
の
臺
灣

産
香
茅

(
C
y
m
b
o
p
o
g
o
n
 
c
i
t
r
o
t
u
s
 
S
t
a
p
f
?

)
に
比
す
れ
ば
遙
か
に
丈
高
く
生
長
し
其
葉
は
香
茅

よ
う
硬
き
も
採
油
率
は
反
而
高
く
香
茅

に
於
て
は
三
‰

に
過
ぎ
ざ
る
も
此
者
は
四
　
五
‰

に
上
る
と
云
ふ
但
此
草
は
發
育
よ
き
に
拘
ら

ず
株
分
け
を
な
す

こ
と
甚
困
難
に
し
て

住

々
其
際
腐

朽
せ
し
む
る
虞
あ

る
由
な
り
該

植
物
が
果
し
て
シ
ト
ロ
ネ
ラ
草

(
C
y
m
b
o
p
o
g
o
n



ミ

§

兎
画§
§

q
。
乱
暮
"
冒
聾
塑
娼
嘗
◎q
三

く
霧
討
身
)
な
る
や
否
や
に
就
て
は
暫
く
明
言
す
る
を
得
ざ
る
を
遣
械
と
す
る
も
其
揮
駿
油
の
性

状
に
鑑
み
假
に
舷
に
肇
濁
産

シ
ト
ロ
ネ
ラ
油
な
る
題
の
下
に
余
の
得
た
る
結
果
を
機
表
せ
ん
と
す

物
理
學
的
性
状

取
卸
油
は
精
多
量

の
水
を
含
み
外
見
暗
緑
色
に
し
て
可
成
大
な

る
粘
性
を
有
す
但
此
者
を
無
水
硫
酸
ナ
ト
リ
ゥ

ム

に
て
慮
理
し
大
部
分
の
水
を
除
去
す
る
と
き

は
油
は
全
く
透
明
と
な
り
美
し
き
鮮
緑
色
を
呈
す
其
香
氣
甚
佳
良
に
し
て
シ
ト
ロ
ネ
ラ

ル

を
想
起
せ
し
む
る
特
異
の
芳
香
と
ゼ
ラ

ニ
オ

ル
様
の
香
氣
と
を
併
有
し
殆

テ

ル
ペ

ン
臭
を
帯
ぶ
る
こ
と
な
し
其
色
は
明
庭
に
長
く
放
置

す
る
と
き
は
漸
次
槌
色
し
て
淡
黄
色
と
な
る
も

の
ゝ
如
き
も
其
芳
香
は
殆
攣
化
せ
ず
其
物
理
學
的
定
数
次
の
如
し

比
重
(創
ミ
)

旋
光
度
(
Ω
ぴ
。
)

屈
折
率
(ロ
鴨
)

比
粘
度
(
詳
。
)

○

・
八
八
六
八

左
四
度

二
四
分
(
一
〇
糎
)

8

一
・
四
七
〇
〇

五
・六

但
屈
折
率
は
ア
ッ
ベ
屈
折
計
比
粘
度
は
ポ
ァ
セ
ユ
ォ

メ
レ
ワ

ル
ド
毛
細
管
粘
度
計
を
以
て
測
定
し
た
り
次
に
其
稀
酒
精
に
於
け
る
溶
解
度

は
九
〇
%
の
酒
精
に
は
如
何
な

る
割
合
に
も
混
合
し
八
〇
%
及
び
七
〇
%
の
酒
精
に
は

二
〇
度
に
於
て
次
の
如
き
溶
解
度
を
呈
す

八
〇
%
酒
精

O

・九
容
以
上
(
混
濁
を
起
さ
ず
)

七
〇
%
酒
精

四

・六
容
以
上
(
同
)

化
學
的
性
質

硫
酸

ナ
ト
リ
ウ

ム
を
以

て
乾
燥
し
た
る
油
は
全
く
中
性
を
呈
し
酸
性
亜
硫
酸

ナ
ト
リ
ウ

ム
溶
液
と
振
盈
す
る
と
き
は

多
量

の
白
色
結
晶
を
生
じ
該
油
が
多
量

の
ア

ル
デ

ハ
イ
ド
若
く
は
ケ
ト
ン
を
含
有
す
る
を
示
す
然
か
も
此
際

シ
ト

ロ
ネ
ラ

ル
に
特
異
の

香
氣
を
没
却
す
る
と
同
時
に
多
少
薄
荷
を
聯
想
せ
し
む
る
香
氣
を
加
味
し
來
る
は

シ
ト
ロ
ネ
ラ

ル
が
過
剰
の
亜
硫
酸
の
爲
に
イ
ソ
ブ

レ

ゴ
ル
に
轄
化
す
る
を
意
昧
す
る
も

の
と
考
ふ
る
を
至
當
な
り
と
す
次
に
ア
ル
デ

ハ
イ
ド
含
量
の
大
燈
を
知
ら
ん
が
爲
に
油

一
〇
蛇
を
四

〇
%
酸
性
亜
硫
酸

ナ
ト
リ
ウ

ム
溶
液
七
五
蛇
及
同
溶
液
を

一
〇
%
苛
性
曹
達
に
て
中
和
し
た
る
も
の
こ
五
靖
と
共
に
激
し
く
振
湯
鋤し
た

る
後
七
〇
度
の
温
浴
に
浸
す

こ
と

一
時
間
時

々
振
盈

し
つ
ゝ
白
色
固
形
膿
が
全
く
溶
解
し
た
る
後
室
温
に
放
置
し
水
層

の
濁
り
の
溝
ゆ

る
に
及
び
上
層
を
カ
シ
ア
フ
ラ

ス
ク
の
頸
部
に
集
め
其
容
積
を
測
り
た
る
に
五
・九
蛯
な
り
き
乃
は
ち
油
容

の
約
四

一
%

(
是
を

シ
ト

ロ



ネ
ラ

ル
と
せ
ば
重
量
百
分
率
三
九
・七
五
)
は
水
層
に
溶
解
し
た
る
も
の
な
り
又
油
の

一
滴
を
と
り
是
を
氷
錯
約
二
蛇
に
溶

か
し
濃
硫
酸

ニ
ー
三
滴
を
加
ふ
る
と
き
の
着
色
は
甚
淡
く
し
て
少
し
く
紫
調
を
帯

び
た
る
黄
色
を
呈
す

分
溜

乾
燥
油

一
〇
〇
瓦
を
三
粍
の
璽
力

の
下
に
炭
酸
氣
流
中
に
蒸
溜
し
た
る
に
次
の
如
き
溜
分
を
呈

し
た
り

温

度

五
五
迄

五
五
!

七
四

七
八
ー

八
五

八
五
1

】
三
六

溜
出
量

約

二
%

四
六
・
五
%

三
五
・
七
%

一
三
・五
%

而
し
て
残
渣
は
殆
な
く
且
最
後
の
溜
液
は
甚
し
き
粘
性
を
有
す
以
上
の
各
部
を
更
に
分
溜
に
附
し
て
得
た
る
溜
分
は
次
の
如
き
諸
性
質

を
呈
し
た
り

温

度

牧
量
(
武
)

比
重
(許

。
)

屈
折
率
(畠

。
)

旋
光
度
(
一
〇
糎
)

六
〇
迄

一
八
・0

0
・
八
五
三
二

一
・
四
五
〇
五

左
四
・六

六
〇
1

六
五

一
六
・
○

○
・
八
五
六
六

一
・
四
四
七

八

右

一
〇
・
二

六
五
!

七
〇

五
・
三

〇
・
八
五

八

二
・四
五
ニ
ニ

右

八
・
〇

七
〇
1
七
九

七
・
四

〇

・
八
七
八

一
・
四
六
五
〇

左

二
・
八

七
九
人

二

三
三
三

{。。
畝
賭
詮

{
一鞍

難

{左
翫
妖

八

二
ー

九

七

三
・
四

〇

・
八
八
六

一
・
四

七

七
二

左

五

・
八

九

七
ー

一
三
五

一
〇

。
○

○

・
九

〇
九

一
・
四
九

六

二

左

一
六

・
八

右
の
中
第

一
溜
分
は
稽

ナ

ル
ペ
ン
臭
を
帯

び
た
る

シ
ト
ロ
ネ
ラ

ル
芳
香
を
第
二
の
も
の
は
更
に
爽
快
な

る
シ
ト
ロ
ネ
ラ
ル
芳
香
を
有

し
其
性
質
よ
り
考
察
す
る
に
比
較
的
純
粋
な
る

シ
ト
ロ
ネ
ラ

ル
な
る
べ
き
を
思
は
し
む
叢

に
第

二
溜
分
五
瓦
に
つ
き
焦
性
葡
萄
酸
五
瓦

ベ
タ
ナ
フ
チ
ラ
ミ
ン
五
琵
と
共
に
無
水
酒
精
溶
液
と
し
て
約
三
時
間
沸
温
に
反
慮
せ
し
め
生
成
せ
る
結
晶
を

一
回
酒
精
よ
り
再
結
晶
せ

し
め
夏
に
塵
水
化
物
と
し
た
る
後
ア
ン
モ
ニ
ア
に
溶
解
し
氷
錯
酸
に
て
沈
澱
せ
し
め
最
後
に
南
三
回
八
〇
%

酒
精

を
以
て
再
結
晶
せ
し

め
て
得
た
る
結
晶
を
眞
空
中
に
於
て
乾
燥
せ
し
む
る
と
き
は
其
融
鮎
ニ
ニ
五
度
に
し
て

α
シ
ト
η
ネ
リ

ル
β

ナ
フ
ト
シ
ン
コ
ニ
ン
酸
の



融
鮎
と

一
致
す
又
同
溜
分
を
水
盤
化

セ
ミ
カ
ー
バ
ザ
ノ
・
ド
と
錯
酸

ナ
ト
リ
ウ

ム
の
水
溶
液
と
共

に
振
湯
mし
て
得
た
る

セ
ミ
ヵ
ー
バ
ゾ

ー

ン
は
ク

ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
に
溶
解
し
石
油

エ
ー
テ

ル
を
以

て
沈
澱
せ
し
む
る
と
き

は
八
五
度
に
於
て
融
解
し
よ
く

シ
ト
ロ
ネ
ラ

ル
セ
ミ
カ

ー
バ
ゾ

ー
ン
の
性
質
を
呈
す
る
を
以
て
此
溜
分
が
主
と
し
て
シ
ト
ロ
ネ
ラ
ル
よ
り
成
る
こ
と
に
は
疑
を
擁
む
の
鯨
地
な
し
第
五
溜
分
は

又
薔
薇
様
の
香
氣
を
有
し
ジ
ェ
ラ

ニ
オ
ル
及

シ
ト

ロ
ネ
ラ
ル
の
存
在
を
豫
想
し
得
べ
く

其
少
量
を
ク
噌
ム
酸

の
稀
硫
酸
溶
液
を
以
て
酸

化
す
る
と
き
は
明
か
に

シ
ト
ラ
ル
の
香
氣
を
戚
得
し
得
べ
く
是
を
蒸
汽
蒸
溜
に
附
し
出
で
來
れ
る
油
分
を
酒
精

に
と
か
し
焦
性
葡
萄
酸

及

ベ
タ
ナ
フ
チ
ラ
ミ
ン
を
加

へ
て
容
易
に
カ
ナ
リ

ー
色

の
シ
ト
リ

ル
ナ
フ
ト
シ
ン
コ
一一
ン
(
融
貼

一
九
七
度
)
酸
を
得
る
を
以

て
此
部
分

が
主
と
し
て
ジ
ェ
ラ

ニ
オ
ル
を
含

む
こ
と
も
想
像
す
る
を
得
た
り

シ
ト
ロ
ネ
ラ
ル
の
存
在
に
就
て
は

第
四
溜
分
五
蛇
と

一
〇
粍
の
強
蟻

酸
と
を

一
時
間
砂
浴
上
に
煮
沸
し
た
る
後
生
成
物
を
よ
く
水
洗
し
乾
燥
し
其

一
定
量
を
鹸
化
し
次
の
如
き
成
績
を
得
た
る
に
よ
り
是
を

認
知
し
得
た
り

蟻
酸
と
煮

て
得
た
る
物
質

二
・
〇
七
三

鹸
化
値

一
二
三
・九

シ
ト

ロ
ネ
ロ
ル

三
五

・〇
四
%

以
上

の
實
験

に
於

て
第
五
溜
分
は
ア
ル
デ

ハ
ノ
・
ド
類

の
存
在
が
結

果
を
過
た
ん
こ
と
を
慮
り
豫

め
酸
性
亜
硫
酸
曹
達
を
以

て
振
蛋
し

水
洗
し
た
る
も
の
を
使
用
し
た
る
を
以
て
定
性
的
に
は
過
な
か
る
べ
き
を
信
ず
但
リ

ナ
ロ
ル
に
就
て
は
別
に
検
出
を
な

さ
ゞ
り
し
を
以

て
ぜ
ラ

ニ
ォ
ル
の
謬
明
と
し
て
不
充
分
の
誰
を
免
れ
ざ
ら
む
も
其
香
氣
よ
6
得
た
る
印
象
は
此
歓
鮎
を
補
ふ
に
足
る
も
の
あ
り
き
以
上

の
諸
貼
よ
り
該
油
が
瓜
畦

シ
ト
ロ
ネ
ラ
油
に
類
す
る
こ
と
は
明
か
な
る
を
以
て
其
定
量
的
組
成
を
詳
か
に
せ
ん
が
爲
に
次
の
實
験
を
行

ひ
た
り

勤

錯
酸
基
を
化
合
せ
し
む
べ
△
、虹成
分

油

一
〇
蛇
を
と
り

錯
酸

ナ
ト
リ
ウ

ム
ニ
・五
瓦
無
水
錯
酸

一
〇
蛇
と
共

に

二
時
間
砂
浴
上
に
煮



沸
し
冷
却
後
過
剰
の
無
水
錯
酸
を
分
解
せ

ん
が
爲
水
と
共
に

一
五
分
間
沸
湯
浴
に
浸
し
て
後
よ
く
水
洗
し
硫
酸

ナ
ト
リ
ウ

ム
を
以
て
乾

燥
し
た
る
後

二
分
の

一
規
定
酒
精
加
里
二
五
蛇
を
加

へ
二
時
間
煮
沸
し
た
る
後
二
分

の

一
規
定
硫
酸
を
以
て
滴
定
せ
り

物
質

謝

甦

濁

N

鹸

化

値

ア
ζ

ル

%
(。
H.国
も

)

一
・
七

九

八

一
六

・○

〇

二
五

〇

・
九

八
四
・九

九

二
・
〇

一
五

一
七

・
九

三

二
五

〇

・
八

八
四

。
九

四

乃
は
ち
該
油
は
所
謂

ト
ー
タ
ル
ゼ
ラ

ニ
オ

ル
約
八
五
%
に
し
て
但
其
中
約
四
〇
%

は
シ
ト

ロ
ネ
ラ
ル
よ
り
轄
花

せ
る
イ

ソ
プ

レ
ゴ
ル
を

計
上
せ
る
も
の
な
り

オ
キ
シ
ム
化
後
錯
酸
基
を
化
合

せ
し
む
べ
き
成
分

前
掲
の
實
験
に
よ
り
て
得
た
る
数
よ
り

シ
ト
ロ
ネ
ラ
ル
の
影
響
を
除
去
せ
ん
が

む

爲

に
は
先
づ

シ
ト

ロ
ネ

ラ

ル
を

オ

キ

シ
ム
化
し

た
る
後
同
様

な

る
操
作

を
行

ふ
を
可
と
す
(ヒd
①畿
畠
審
く
8

男
◎
霞
?
ヒづ
Φ吋紳影
巳

国
『

跨
℃
鼻

H
㊤
H
b。博
。。
㎞
切
Φ誉

暮
①
<
。
口
の
。げ
言

言
巴

齢
0
9

0
犀
計

H
曽

b。b

。。
蔭
)
依

て
油

一
〇
蛇
を
と

り
豫

め
製

し

あ
き
た

る

ヒ
ド

ロ
キ

シ
ラ

ミ

ン
水
溶

液
(
】
○
瓦

の
璽

酸

ヒ
ド

ロ
キ

シ
ラ

ミ

ン
と

一
二
瓦

の
炭
酸
加

里
を

五
〇
蛇

の

水
に
溶

解

し
よ
く
振
盟

し

た
る
後
濾

過
し

た
る
も

の
)
と

共

に
二
時
間
激

し
く

振
塗

し
て
得
た

る
油
を

前
掲

の
如
く

錯
化

し

鹸

化
し

た
り
其
結

果

一
四

八
・六
な

る

エ
ス
テ

ル

値
を

得
た

る
を
以

て
線

ア

ル

コ
ー

ル
量

は
全
部
を

ρ
◎餌

。・○

と

し

て
四
五

・九
九
%
と

な
り

是
を
前

掲

の
所
謂

ト

ー
タ

ル
ゼ

ラ

ニ
オ

ル
よ
り
減
じ

て
得

た
る

三

八
・九

八
%

は
大

約

シ
ト

・
ネ

ラ

ル
の
含
率
と

見

る
を
得

べ
し
此
結

果
は
酸
性

亜
硫
酸

曹
達

法
に

よ
る
結

果
と
甚

し
き
撞
着
を

見
ず

此
他

ク

γ
1
ベ

ル
(b
]B
霞
.
団
霧
守
目
霞

H
㊤
困
惑つ》
bg
QQ
恥
い
冨
①目
.
ω
o
ぼ
]B
日
巴

昏
○
ρ
讐
臣
覧
●矯
H
㊤
H
ゆ
①
継
)
の

フ
ェ
ニ
ル
ヒ
ド

ラ

ジ
ン
法

に
從

ひ

エ

チ

ル
オ

レ
ン
ヂ
の
代

り

に

メ
チ

ル
オ

レ
ン
ヂ
を

指
示
藥

と
し

て

ア

ル
デ

ハ
イ
ド

の
定
量

を
行

ひ
た
る
に
終

結
鮎

の
分
別

困
難
な

る
爲

一

致

せ
る
結

果
を
得

ざ

り

し
も

要
す

る

に
三
七
-

三
八
・三
%
な

る

結

果

を
得

又

シ
ア

ン

錯
酸

ナ
ト
リ

ウ

ム
と

縮

合

し
た

る
後
不
溶
油

分

を
数

回

工
ー
テ

ル
を

以

て
抽
出
し
沸

湯
浴
上

に

エ
ー
テ

ル
を

躯
逐

し
残
鯨

の
油
分

の
容
積

を
測
定

し
た

る
に

一
〇
靖

の
油

よ
り
不
溶
分



六
・○
蛇
を
得
た
り
此
数

よ
り

シ
ト

ロ
ネ
ラ

ル
の
比
重
を
○
.八
五
七
と
し
て
其
含
率
を
算
出
す
れ
ば
三
八
・六
八
%
を

得
大
約
オ
キ

シ
ム

法

の
結
果
と

一
致
す
此
方
法

は
迅
速
な

る
鐵
に
於
て
大
な
る
便
宜
を
有
す
る
を
以

て
商
業
分
析
上
或
は
慮
用
の
鯨
地
あ
る
も
の
な
ら
ん

か
と
思
考
す
余
が
行

ひ
た
る
方
法
を
述
ぶ
れ
ば
五
瓦
の
シ
ア
ン
錯
酸
と
五
瓦
の
苛
性
曹
達
を
三
〇
蛇
の
水
に
溶
解
し
油

一
〇
蝿
を
加

へ

て
よ
く
振
湯
皿す
る
こ
と
五
分
時
の
後

一
〇
〇
蛇
に
稀
繹
し

エ
ー
テ

ル
を
以

て
五
回
抽
出
し

エ
ー
テ

ル
を
湯
浴
上
に
て
躯
逐
し
終
に

一
〇

〇
度
に
温

め
手
鞘
を
以

て
獲
存
せ
る

エ
ー
テ

ル
を
吹
飛
ば
し
た
る
後
水
に
て
是
を

カ
シ
ア
瓶

に
洗

ひ
入
れ
其
容
積
を
讃
み
た
り
但
此
際

終
始
の
温
度
を
同

一
な
ら
し
む
る
を
要
す

游
離

ア
ル
コ
ー
ル

游
離

ア
ル
コ
ー
ル
の
量
を
知
ら
ん
が
爲

に
油

二
・三
九
二
を
カ
ー
ル
バ
ウ

ム
製
無
水

フ
タ

ル
酸

二
・〇
六
九
九
瓦

及
び
二
妬
の
ベ
ン
ゾ

ル
と
共

に
二
時
間
砂
浴
上
に
て
煮
沸
し
冷
却
後
○
・五
六
六
六
規
定
苛
性
曹
達
五
〇
蛇
を
加

へ
て
よ
く
振

湯
皿
レ

た

る
後
○
・五
〇
三
七

規
定
硫
酸

を
以

て
滴
定
し

た
る
に

一
〇
・五
〇
蛇
を
要
し
た
り
故

に
計
算

に
よ
り
游
離

ア
ル
コ
ー
ル
の
量

O
凱
口
昌。・O

と
し
て
三
七
・二
三
%
な
る
数
を
得
但
無

水
フ
タ
ル
酸
は
別
に
同

ア
ル
カ
ソ
を
以
て
滴
定
し
九
九
・八
六
%
な
る

純
粋
度
を
有
す
る

こ
と

を
儘
か
め
た
り

以
上
の
結
果
を
綜
合
す
る
に
此
油
は
瓜
畦
種

シ
ト
ロ
ネ
ラ
油
と
し
て
全
然
合
理
的
な
る
諸
値
を
有
し
同
油
と
し
て
の
品
質
は
中
位
に

位
す
る
も
の
と

云
ふ
べ
し
次
に

シ
ト

ロ
ネ
ラ
各
種
油
の
諸
値
を
比
較
列
墨
す

る
に

…塁
薄
産
油

瓜

桂

油

錫

…爺

油

比
重

○
・
八
八
八

〇

・
八
八
五
1

0
・九
〇

二

〇
・九
〇
〇
1
0

・九

二
〇

、風
折
率

一
。
四
七

一

一
.
四
六
五
ー

一
・
四
七
二

一
・
四
七
九
ー

一
・
四
九
四

旋
光
度

・

左
四
・
四
度

左
四
度

以
下

左

七
ー

二
二
度

下
ー
タ

ル
ゼ
ラ
ニ
オ

ル

八
四
・
九
七
%

八
〇
%
以
上

五
七
%

以
上

八
〇
%
酒
精

に
野
す
る
溶
解
度

0
・九

鱒
一

二

・.
一
以
下

二

"
一
以
下



の
如
く
甚
し
く
瓜
畦
種
油
に
近
似
せ
る
を
認
め
得
べ
し
次
に
シ
ン
メ
ル
半
年
報

一
九

一
三
年
四
月
號

に
現
れ
た
る
瓜
畦
油
の
諸
値
と
憂

濾
油
と
を
比
較
す
れ
ば

墾
溜
油

瓜
畦

泊
1

・

瓜
畦
油
6

瓜
畦
油
7

比
重

0
。
八
八
八
〇

〇
・
八
九

一
三

〇
・
八
九
二
五

〇
・
八
八
八

一

旋
光
度

左
四
度

二
四
分

左

二
度

一
五
分

左
二
度

一
】
分

左

一
度

一
一
分

ひ
ー
タ
ル
セ
ラ

ニ
ォ

ル

八
五
・O
%

八
五
・
四
%

八
四
・
七
%

九

一
・
○
%

ゼ
ラ

昌
ナ

ル

三
七
・
二
%

三
五
・
三
%

三
五
・九
%

三
七
・
O
%

シ
ト

ロ
ネ
ラ

ル

三
八
。
九
八
%

三
六
・
六
%

三
七
・
二
%

四
〇
・
一
%

由
來

シ
ト
ロ
ネ
ラ
油
に
は
諸
種
の
増
容
測
を
加
ふ
る
悪
習
慣
を
有
し
爲
に
欧
洲
市
場
に
於
て
は
殆
ど
純
油
を
得
る

こ
と
を
得
ざ
る
程

な
り
と
聞
く
此
際
肇
灘

に
於
て
充
分
愼
重
の
態
度
を
と
り
純
油
を
製
出
す
る
に
務
め
ん
に
は
其
債
格
の
如
き
も
所
謂
瓜
畦
油
を
凌
駕
し

大
に
其
特
長
を
登
揮
し
得
る
や
蓋
明
か
な
る
威
な
り
と
思
考
す

(大
正
五
年
二
月
末
日
於
璽
灘
総
督
府
研
究
所
)


